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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
勤務先のコンプライアンス関連規定をどの程度理解・認知しているかを聞いたところ、「かなり理解している」「ある程度理解している」の合計が79.9％となり、理解度は高い。前回調査から理解度は約6ポイント上昇し、コンプライアンス問題に関する理解は着実に進んでいると言える。数多くのコンプライアンス違反が生じている中で、従業員各個人のコンプライアンス問題への意識は高まっていると考えられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
勤め先の企業におけるコンプライアンス相談・通報制度の有無を聴取したところ、約半数が「ある」と回答。企業側の態勢としても、コンプライアンス相談・通報制度の整備が進んでいると言える。従業員数5000人以上の規模の企業にしぼった場合、およそ9割で「ある」と回答している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
企業における相談・通報制度の利用方法は浸透しているかを聴取したところ、正社員では理解計は9割を超えており、コンプライアンス相談・通報制度は十分に理解され浸透していると言える。ただし、正社員と非正規では理解の度合い・認知の度合いに差がある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンプライアンス規定への理解や、企業内での相談・通報制度の整備が進んでいる中で、実際にコンプライアンスを意識した行動は浸透しているのだろうか？
コンプライアンスリスクに繋がる行動に関する質問について見てみると、実際には行動できていない人が多い。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方で組織としては、コンプラ違反を防ぐような環境は十分に整っているのか、を見てみると、
職場は業績向上を優先、コンプライアンス上の問題を指摘しにくい職場風土にある傾向がみられ、組織風土としてもコンプラ問題が起こらないような組織風土にはなっていないと言える
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンプライアンスに反する行動をしてもやむを得ないと思うと回答した人の職場は、「コンプラより業績優先」「コンプライアンス指摘しにくい環境」の回答が高く、
各個人がコンプライアンスを意識した行動をとるには、まず組織風土を改善する必要がある
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